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　令和３年４月に開校する新日向小学校に電子黒板を導
入します。
　これでまで市内小中学校の普通教室に配備していた移
動型の電子黒板とは異なり、今までの黒板の配置場所に
固定して設置します。【参考図①】
　電子黒板の大きさは75インチ（縦104㎝×横174㎝）
で、従来設置されていた黒板に比べると小さくなります
が、画面はスワイプすることで上下左右にほぼ無限に広が
り、タップすることで、新規画面を重ねて、何枚も作成する
ことができます。【参考図②】
　また、一度書いた文字や画像の拡大・縮小も容易であ
り、1人1台端末と併せて活用することで、新しい授業展開
が実践されることが期待されます。
　なお、令和４年度に松尾小学校でも導入が予定されて
います。

　1月10日に開催を予定していた、山武市成人式は、急激に新型コロナウイルス感染症が
拡大し、深刻化していることから延期となりました。
　新たな日程等については、成人式実行委員会に意見を伺いながら調整させていただき、
決定しましたら、市ホームページや、山武市教育委員会Twitter（@kyoiku_sammu）
等でお知らせいたします。
問い合わせ先　生涯学習課　☎ ０４７５－８０－１４５１

新日向小学校に電子黒板を導入！

令和3年  山武市成人式の延期について

（電子黒板のデモンストレーションを行う嘉瀬教育長）

【参考図①】

QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

・写真や資料を、瞬時に拡大表示できる
・ 映像やアニメーションなど、動きのあるものを効果
的に表現できる
・ マーキングや補足説明などを、直接画面に書き込む
ことができる
・ タッチ操作により、提示された部分の拡大・移動が
できる
・提示されたものを保存し、再び見ることができる

電子黒板では次のようなことができ、
より効果的な授業展開が可能となります。

【参考図②】



山武市教育委員会委員　年頭所感
嘉瀬　尚男　教育長
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
様々な制限のあるコロナ禍においても、児童生徒
の学びの機会を維持します。そして、正解が示さ
れない問題でも情報機器を使いこなして自ら答え
を導き出すことのできる力を育てるために、教育
委員会のさらなる活性化を進めてまいります。

小野﨑　一男　委員
　今年は、人のぬくもりを感じられる 1年にし
たいものです。新型コロナウイルス感染症対策と
して、オンライン授業、オンライン会議、リモー
トなどがありましたが、やはり人と人は、目と目
を合わせて話をすることが一番です。皆さん、危
機打開に向けて共に頑張ろう。

今関　百合　委員
　誰もが想像できなかった世界の変化。当たり前
だったことが大きく変わってしまうことを思い知
らされました。変化に対応できる学びとは、生き
方とは、答えの難しい問いを考える日々が続きま
す。どんな世の中であってもその人らしく生きら
れる年になってほしいです。

清水　新次　委員
　今年も新型コロナウイルス感染症対策に追われ
る年になりそうですが、教育委員会としては、こ
れを新たな改革、進展の機会と捉え、全所管事務
の見直しが必要だと思われます。特に学校教育で
は、児童生徒、教員の健康保持を第一に「学力向上」、
「教員資質向上」に資するよう努力してまいります。

木島　弘喜　委員
　不安定な社会情勢が続く中、山武市の子どもた
ちが将来生きていくために真の武器と成り得るも
のは何であるのか。新しい年は、国の施策、指針
などにとらわれ過ぎず『山武市の子どもたちが新
時代に必要とする教育カリキュラム』を模索し、
土台作りをする年にしたいと考えております。

渡邊　礼子　委員
　未知のウイルスの脅威の中で再認識した、人や
自然との関わり、学びの継続の大切さ。
　子どもたちには、離れていても人との繋がりの
中で生きる力を育むスキルを身につけさせること
や、学びを止めない環境作りを、皆さんと共に考
えていきたいと思います。

　長年にわたりスポーツ推進委員として、地
域スポーツの普及振興に尽力し、多大な功績
を挙げられた次の方が表彰されました。
　なお、今年度の表彰式は、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため中止となりました。 　第70回社会を明るくする運動作文コンテストにおい

て、見
み

澤
さわ

　杏
あん

奈
な

さん（山武北小・６年）が千葉県保護司会
連合会長賞を見事受賞されました。
　社会を明るくする運動作文コンテストは、日常の家庭生
活や学校生活の中で体
験したことをもとに、
犯罪・非行のない地域
社会づくりや犯罪・非
行をした人の立ち直り
について考えたことな
どを題材とした作文の
コンテストです。

【全国スポーツ推進委員連合30年勤続スポーツ推進委員表彰】
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【関東スポーツ推進委員協議会表彰】
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スポーツ推進委員表彰 第70回 社会を明るくする
運動作文コンテスト

千葉県保護司会連合会長賞  受賞

【千葉県スポーツ推進委員連合会特別功労者表彰】
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 氏（松尾町五反田）

【千葉県スポーツ推進委員連合会功労者表彰】
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【山武地方スポーツ推進委員連合会永年勤続者感謝状】
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 氏（松尾町谷津） （写真左から、見澤杏奈さん、山武北小学校長）
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　世界で活躍することのできる人材を育成する事業実
施に対して、槍

うつ

木
ぎ

　勝
かつのり

典氏（横田）より1,000万円の寄
附をいただきました。市の教育に有効活用させていた
だきます。
　また、この功績に対し、12月8日に市から感謝状が贈
呈されました。

教育行政のために多額の
寄附をいただきました

（写真右から、松下市長、槍木勝典氏、嘉瀬教育長）



　近年、本市において小中学校の統廃合が行われておりますが、対象となった学校のことを後世に伝え、資料を活
用するために現在、歴史民俗資料館で調査を行っております。
　その中で今回取り上げるのは、日向小学校の体育館に掲げられていた旧山武町民歌の額です。額の大きさは縦1.36
ｍ、横 2.37ｍ。額に描かれている歌詞やサンブスギは、レリーフ（浮き彫り）技法が用いられており、銅板を打ち出
して作られています。最後に「平成 4 年度卒業生一同」とあることから、卒業に際して作られたことがわかります。
　この旧山武町民歌は、町制施行30周年を記念して昭和 60 年に作られ、11月３
日に行われた記念式典にて初披露されました。歌詞は町民からの公募により選ばれ
た藤

ふじ
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一氏、曲は山武中学校の先生であった布
ふ

留
る

川
かわ

　洋
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氏が作成しました。
　このように、学校で長い間蓄積されてきた様々な資料は、学校のみならず地域
の歴史を知るうえで貴重なものになります。歴史民俗資料館では今後も、地域と
学校を結ぶ資料を中心に調査を続けていきたいと考えています。
問い合わせ先　歴史民俗資料館　☎０４７５－８２－２８４２

　松尾小学校は、校舎の老朽化に伴い、旧校
舎を解体し新校舎を建設しています。
　令和３年３月より、旧校舎位置に新校舎の建
設を開始する予定です。

申し込み資格・条件　大学（大学院を除く。）
に入学が決定または在学する方で、健康で学業
に対する意欲があり、家庭の事情等により、学
費の支弁が困難である者。
貸付額（無利子）修学金　月額４万円以内
　　　　　　　　入学準備金 30万円以内
申 込 先　教育総務課総務企画係
募集期間　第１期：２月 15日㈪～ 3月 1日㈪
　　　　　第２期：３月 10日㈬～ 25日㈭
問い合わせ先　教育総務課　☎０４７５－８０－１４３１

　市では、芸術文化スポーツ活動の一層の振興を図ることを目的に、芸
術文化活動やスポーツ活動に精励し、全国大会などに出場する個人や団
体に報奨金を交付する制度を設けています。報奨金の交付には条件があ
りますので、交付を希望される方は、教育総務課へご相談ください。
問い合わせ先　教育総務課　☎０４７５－８０－１４３１

日向小学校にあった旧山武町民歌の額

旧校舎の解体が
完了しました

芸術文化スポーツ報奨金制度

山武市奨学資金貸付募集について

（解体中の旧校舎） （解体後の旧校舎跡地）

旧山武町民歌の額

大会種別
報奨金の額

個　人 団　体

関東大会など 1万円 3万円

全国大会 2万円 5万円

国際大会 5万円 10万円

　令和2年12月10日に第２回統合準備委員会全体
会議が開催され、統合準備委員会内に設けられた、3つの専門部会から報告がありま
した。また、全体会議では議題として、校名と通学方法について協議されました。
　今後は、令和４年４月の開校に向け、校歌や校章などについて協議していきます。

　両校の1、2年生が、生活科学習の一環として、さんぶの森公園で合同校外学習を
しました。児童たちは仲良く木の実集めなどをして、交流を深めました。
　校歌については学校から推薦のあった作詞者の近

こんどう

藤　文
ふみ

子
こ

氏、作曲
者の中
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の
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氏に作成を依頼し、素晴らしい校歌が完成しました。右
記のＱＲコードを読み込むことで、校歌の音声を聞くことが出来ます。
　現在、各校では閉校式典や引越しの準備など、閉校に向けた準備を
進めています。令和3年4月の開校に向け、地域の皆さまにおかれまして
も、温かく見守ってくださるようご協力をお願いいたします。

統合に向けて準備を進めています

（校外学習の様子）

蓮沼中学校・松尾中学校

日向小学校・山武西小学校

学校再編推進室
ホームページ
QRコード

奨学金募集案内
ホームページ
ＱＲコード


